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演 習 ①

「虐待防止・身体拘束適正化の
 義務内容の把握」

社会福祉法人 成春館

田原授産所 施設長 鎌田博幸

令和5年度愛知県障害者虐待防止・権利擁護研修 ＜従事者向け研修＞

2023.12.12 (火) 13:30～14:30   

2024.  1.19 (金) 13:30～14:30   



1.「障害者虐待防止の更なる推進」で令和4年度
義務化された内容はなんでしょう？

① 従業者の（    ）の実施

     「従業者」は、全ての職員が含まれる

  ② （        ）委員会の設置

     「委員会」は少なくとも年（    ）回開催すること

  ③ 虐待防止（      ）の設置
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 令和3年2月4日「令和3年度障害福祉サービス等報酬改定の概要」から抜粋
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〇 R3.3.30改正「運営基準」(虐待の防止)
(障害者支援施設を対象に説明 他の障害福祉サービスも同様に解釈のこと)

「障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律に基づく
指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営に関する基準について」

（虐待の防止）
第五十四条の二 指定障害者支援施設等は、虐待の発生又はその再発を防止
するため、次の各号に掲げる措置を講じなければならない。
一 当該指定障害者支援施設等における虐待の防止のための対策を検討す
る委員会（テレビ電話装置等を活用して行うことができるものとする。）を定
期的に開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底を図ること。
二 当該指定障害者支援施設等において、従業者に対し、虐待の防止のため
の研修を定期的に実施すること。
三 前二号に掲げる措置を適切に実施するための担当者を置くこと。
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2. 義務化された障害者虐待防止内容の整理
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〇 障害者虐待防止の義務内容3点

• 令和4年度から義務化されています

① 虐待防止委員会の設置と開催

 委員会は年1回以上開催し、その内容を周知

② 虐待防止責任者の設置

③ 全従業者の研修の実施と記録

 手引きP19～21を参考に研修を実施



３. 「手引き」P19～21で、研修内容を検討する

考えられる研修の種類 例示

①管理職を含めた職員全体を
対象にした虐待防止や人権意識
を高めるための研修

• 基本的な職業倫理
• 倫理綱領、行動指針、掲示物の周知（虐待防止の委員会で検討された内容を含めて）
• 障害者虐待防止法等関係法律や通知、指定基準等の理解
• 障害当事者や家族の思いを聞くための講演会
• 過去の虐待事件の事例を知る等
• 職場内研修用冊子の活用

https://www.mhlw.go.jp/content/000686501.pdf

②職員のメンタルヘルスのため
の研修

怒りの感情への対処法を身につけるための研修としての「アンガーコントロール」

③障害特性を理解し適切に支援
が出来るような知識と技術を獲
得するための研修

• 障害や精神的な疾患等の正しい理解
• 行動障害の背景、理由を理解するアセスメントの技法
• 自閉症の支援手法（視覚化、構造化等）
• 身体拘束、行動制限の廃止
• 服薬調整
• 他の障害者福祉施設等の見学や経験交流等
• コンサルテーションの導入

④事例検討
• 障害者のニーズを汲み取るための視点の保持
• 個別のニーズを実現するための社会資源等の情報や知識の習得
• 個別支援計画というツールを活用しての一貫した支援及び支援者の役割分担等

⑤利用者や家族等を対象にした
研修

「わかりやすい 虐待防止法パンフレット」
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-
Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/0000121196.pdf

令和3年度障害者虐待防止・権利擁護指導者研修 片桐公彦氏 資料より引用 6

https://www.mhlw.go.jp/content/000686501.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/0000121196.pdf
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-12200000-Shakaiengokyokushougaihokenfukushibu/0000121196.pdf


４．（演習）自施設・事業所の虐待防止の取り組み確認 － １
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① 虐待防止委員会の設置と開催

      ・ 設置の有無 → あり ・ なし ・ 設置取組中

     ・ 令和4年度の開催時期と内容

       ・ 令和5年度の開催時期と内容

 

② 虐待防止委員会の委員

 ・ 委員長の役職 … (   役職名 )

    ・ 委員の人数と役職  … 人

(  役職名 )



４．（演習）自施設・事業所の虐待防止の取り組み確認 － ２
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③ 虐待防止研修の実施状況

      ・ 令和4年度虐待防止研修実施の有無 → あり ・ なし

     ・ 令和4年度の実施時期と内容

       ・ 令和5年度の実施時期と内容

  ④ 虐待防止委員会の課題

 ・ 自施設の虐待防止委員会の課題は何?



５．（演習）他施設・事業所の虐待防止の取り組み確認 － １
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① 虐待防止委員会の設置と開催

      

 

② 虐待防止委員会の委員



５．（演習）他施設・事業所の虐待防止の取り組み確認 － ２
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③ 虐待防止研修の実施状況 （ 回数 と 内容 ）

 

  ④ 虐待防止委員会の課題



6.「身体拘束等の適正化の推進」で令和4年度から
  義務化された内容はなんでしょう？

① 身体拘束等を行った場合、その態様や時間等
   を（       ）すること
     ※訪問系サービスは令和3年度、他は平成30年度から義務化済み

② 身体拘束等の適正化を検討する委員会の設置
    「委員会」は少なくとも年（    ）回は開催すること

③ 身体拘束等の適正化のための（        ）の
整備

④ 従業者に対し、身体拘束等の適正化のための
  （       ）の実施
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 令和3年2月4日「令和3年度障害福祉サービス等報酬改定の概要」から抜粋 12



〇 R3.3.30改正「運営基準」(身体拘束等の禁止)
(障害者支援施設を対象に説明 他の障害福祉サービスも同様に解釈のこと)

「障害者の日常生活および社会生活を総合的に支援するための法律に基づく
指定障害者支援施設等の人員、設備及び運営に関する基準について」

（身体拘束等の禁止） 
第四十八条 指定障害者支援施設等は、施設障害福祉サービスの提供に当たっ
   ては、利用者又は他の利用者の生命又は身体を保護するため緊急やむを得な
   い場合を除き、身体的拘束その他利用者の行動を制限する行為（以下「身体   
拘束等」という。）を行ってはならない。

２  指定障害者支援施設等は、やむを得ず身体拘束等を行う場合には、その態様 
及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむを得ない理由を記
録しなければならない。

   ３  指定障害者支援施設等は、身体拘束等の適正化を図るため、次に掲げる措
措置を講じなければならない。

   一 身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会（テレビ電話装置等
を活用して行うことができるものとする。）を定期的に開催するとともに、その
結果について、従業者に周知徹底を図ること。

   二 身体拘束等の適正化のための指針を整備すること。
   三 従業者に対し、身体拘束等の適正化のための研修を定期的に実施すること。
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７.義務化された身体拘束等適正化内容の整理
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〇身体拘束等適正化の義務内容4点

• 令和4年度から義務化されています

• 令和5年度から身体拘束廃止未実施減算(5単位)適用

① やむ得ず行う身体拘束等の記録の実施

② 身体拘束適正化検討委員会の設置と開催

 委員会は年1回以上開催し、その内容を周知

③ 身体拘束等適正化の指針の整備

④ 全従業者の身体拘束等適正化研修の実施と記録

 手引きP33～42内容、事例検討等の研修を実施



８．（演習）自施設・事業所の身体拘束適正化の取り組み確認 － １
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① 身体拘束適正化検討委員会の設置と開催
(虐待防止委員会と一体的な設置、開催も含める)

      ・ 設置の有無 → あり ・ なし ・ 設置取組中

     ・ 令和4年度の開催時期と内容

       ・ 令和5年度の開催時期と内容

 

② 身体拘束適正化検討委員会の委員

 ・ 委員長の役職 … (   役職名 )

    ・ 委員の人数と役職  … 人

(  役職名 )



８．（演習）自施設・事業所の身体拘束適正化の取り組み確認 － ２
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③ 身体拘束適正化研修の実施状況

    ・ 令和4年度身体拘束適正化研修実施の有無→ あり ・ なし

   ・ 令和4年度の実施時期と内容

     ・ 令和5年度の実施時期と内容

  ④ 身体拘束適正化検討委員会の課題

 ・ 自施設の身体拘束適正化検討委員会の課題は何?



９．（演習）他施設・事業所の身体拘束適正化の取り組み確認 － １
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① 身体拘束適正化検討委員会の設置と開催

(虐待防止委員会と一体的な設置、開催も含める)

 

② 身体拘束適正化検討委員会の委員



９．（演習）他施設・事業所の身体拘束適正化の取り組み確認 － ２
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③ 身体拘束適正化研修の実施状況

  

  
④ 身体拘束適正化検討委員会の課題
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